研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　職　種　介護福祉士　　　氏　名　高成　恵里

	期　　間　　平成19年　9月　6日　～　平成19年　9月　6日

	出張目的　平成19年　第1回認知症介護実践研修(実践者研修)

	出 張 先　アピオ青森

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回の研修は、6月25日から始まり、5日間の講義・演習、1日間の外部実習、4週間の職場実習と

長期間に渡っての研修の総まとめを発表する実践報告会でした。

　73名の参加者全員、4週間の職場実習で実践した事例を発表しましたが、皆さんいろいろな工夫をされながら4週間の実習を行っており、大きな結果が見えなくても少しでも利用者や自分自身に変化が出てきたり、「気づき」を発見できたと話されていました。

　事例によく取り上げられていたのは、帰宅願望・入浴拒否・排泄拒否などが多くありましたが、実践内容が一人一人違い、何種類もの方法があるんだと実感しました。また、皆さんコミュニケーション技法を使い、利用者との会話の仕方・ジェスチャーなど工夫を凝らしており4週間の実践で、「利用者から会話をするようになった」「笑顔が今までより多く見られるようになった」など良い結果が多く聞かれました。

　私自身も今回、帰宅願望の強い利用者を事例に取り上げ、今まで介護側の一方的な行動、利用者の気持ちを引き出せていなかった部分に注目し、今回、利用者とのコミュニケーションを大事にし、沢山かかわり、利用者の情報・今の思いを引き出せるよう課題を設定し行いました。

結果としては、帰宅願望の訴えが減少し、いつもエレベーター前に椅子を持っていかれる姿が見られましたが、コミュニケーションを多くとる事で椅子をエレベーター前に持っていくことはなくなりました。

また、一緒に軽作業を行うと、徐々に作業時間が長くなったように感じ、また、男性の利用者ですが、とても几帳面な方であるということなど、今まで気づかなかった部分を発見することが出来ました。

今回の実践研修を通して、認知症高齢者とのコミュニケーションは非常に大事なことであり、普段より多く利用者とのコミュニケーションをとる事で今まで気づく事が出来なかった利用者の「できる」部分を発見することが出来ました。

また、一つ一つの行動を問題と捉えるのでは、どうしてこういう行動をしているのか自分で考えるようになり、利用者だけでなく、私にも認知症高齢者とのかかわりの部分に変化がありました。「なぜこの方はこういう行動のをとるのか」を考えながらケアを行っていると認知症高齢者のケアが楽しくなると思いました。今回の実践研修で学んだことを念頭に置き、一人一人の行動を問題とせず、利用者の心理を考えながらケアしていけるよう努力して行きたいと思います。

そして、私一人ではなく、スタッフが同じ考えを持ちケアにあたれるよう指導していかなければならないと思います。

【要綱】

※認知症介護の自己課題設定と実践報告書・外部実習報告書を3枚目に添付します。また、他の参加者の事例を1つ紹介します。

事例1

Ｙさん９２歳

入浴日、Ｙさんに入浴を勧めると。「背中がジャワジャワして寒くてまいね、入らね。」と言って毎回拒否さ

れます。でもスタッフは、「汗かいてるし、臭いもするから、お風呂に入ればさっぱりするよ。」と言って

再度誘いました。すると今度は、

Ｙさん：「家で沸かしているから早く家さ帰らねば。」と言って帰宅願望がでてきました。

それでもスタッフは、日頃Ｙさんが「寒い寒い」と言うのが口癖なので、何とか騙して脱衣所まで連れて

行き、Ｙさんが抵抗されているにも関わらず、なかば強引に服を脱がせ入浴させてしまいました。

それでも特に激しい興奮状態の時は、スタッフも断念しますが、入浴日は、ほとんどがこのような状態で

入浴させるまでかなりの時間がかかってしまいます。

ケアの事実

1 皆の前で「汗臭い」と言ったことは本人及び他の入居者への配慮が足りなかったと思う

2 本人が入浴拒否されているにも関わらず、強引に風呂場へ連れて行き、服を脱がせてしまった。

3 「家へ帰って入る」と言った本人の意思を無視して、早く(時間内に)入浴させなければという介護者側の都合を優先させてしまった。

影響

①本人行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②その裏づけとなる理由

・「背中がジャワジャワして寒くてまいね」　　　　　　・「自分は身体が弱いから、風呂に入ると風邪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を引いてしまう」と思っている

・「家で沸かしているから、家へ帰る」と言って　　　　・「家で風呂を沸かしているのになぜ、此処で

　入浴を拒否される　　　　　　　　　　　　　　　　　　入らなければならないの？早く家に帰りたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思っている

・脱衣の時、手を振り払い抵抗する。　　　　　　　　 ・「なぜ、人の服を勝手に脱がせるの」と思って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる

目的

穏やかにスムーズな入浴が出来、それが、身体の清潔の保持につながる

目標

相手の気持ちを受け止め、共感し、会話を多く持ち、なじみの関係を築く

コミュニケーションを多く持つことによって、生活の楽しみを見出し、援助していく。

行動計画

１週目

情報収集

1 本人の事を理解する

2 本人の生活暦を知る

3 本人と積極的にふれあい、会話し、本人の言葉に耳を傾ける

２週目

観察

1 １日の行動、表情、言動などを観察し、穏やかになる時間を見つける

2 本人の話したいことを否定するのではなく、素直に受け止め、そしてより多くのコミュニケーションを図る

３週目

実践

1 １、２週目で得た情報を基に実践

2 言動など、他の入居者への配慮しながら、本人の気持ちを受け入れ、入浴に誘う。拒否された場合は時間をずらして誘ってみる。

４週目

評価

①目標達成度、問題点、反省点を話し合う。

１．取り組みによって、利用者・自分にどんな変化が見られたか

　<利用者>職員か側に行くと、今まで感じ取れなかった笑顔や表情を見せ、言動が優しく穏やかになった。

　<職員>　意識的にコミュニケーションを多く持ったことで、今まで解らなかった部分が見えてきた。

　　　　　また、本人を理解しようとし、本人の言葉に耳を傾けたことで安心感が生まれ、お互いに穏やかな気持ちになれたような気がする。

２．取り組みで上手くいったこと、いかなかったこと

　<上手くいったこと>

　・共感する技法を知ることが出来、Ｙさんだけでなく他の利用者に対しても、うまくコミュニケーションを取る事ができた

　・入浴時、職員のＹさんに対する対応が統一され、興奮させることなく以前に比べてスムーズに行う事が出来た。

　<上手くいかなったこと>

· 他の入居者の介助などで、Ｙさんの行動計画を毎日行う事が出来なかった

· 認知力の低下も考えられ、意思疎通が困難となり、本人の心の内まで入る事が出来なかった

外部実習記録

実施場所：グループホーム青い空

課題に対する試案

· 帰宅欲求があり、徘徊されてい利用者Ｎさん

1 相手の話を聞き、相手の思いを理解する

2 話題を変え、その人の好きな物に興味ょ示して頂く。

<情報>

出身→上北町　

生活暦→水産工場で長男夫婦と孫が３人いる　夫も自宅にいる

ＡＤＬ面→歩行は前かがみの小刻み歩行で手引き介助が必要。排泄は１時間おきのトイレ誘導

　　　　　食事は自立

帰宅欲求のある時の一言→「家に帰りたくなった」

ケアへの気付き

1.取り組み方法

①帰宅欲求はなかったが、家族の話を聞くと、夫、息子、孫の名前を教えて下さり、「家、鰻屋だから

　今度おいで」と笑顔で話してくださる。

②トイレ誘導後、「家さ帰りたくなったなぁ」と帰宅欲求聞かれ、「お昼食べたら帰りましょう」と話すと

　「どこに行ってたんだ」と父さんに言われる。「何て言えばいいかなぁ」と悩んでおられる。しばらく時　　　　　

　間をおいて鰻の話をしたり、歌を歌って他のものに興味を示してもらった

※トイレ誘導時、不快な思いをさせてしまった為、帰宅欲求がでてしまった。

２．取り組みでうまくいったこと、上手くいかなかったこと

①歌が好きということで、本人が口ずさんでいるとき、手拍子をすると本人も手拍子をされながら最後まで歌って下さった。

②近くで相手の話をしっかり聞くことで、相手は安心して帰宅欲求が少なかった。また、ゲームなど身体を動かすなど暇でなければ欲求がない

<上手くいかなかったこと>

①「お昼ごはんを食べたら帰りましょう」という声掛けで、自宅にいる家族に自分はどこに行ってたか

　どう説明しようか考えさせてしまい、逆に不安な気持ちにさせてしまった

②トイレ誘導時、本人に不快な思いをさせてしまったことで「ここにいたくない」という気持ちがでて帰宅欲求につながってしまった。

実習指導者からの学び

1 利用者の行動を問題と捉えるのではく、その人が昔、どのような生活をしてきたのかを知る必要がある

2 私たち職員が利用者のペースに合わせていかなければならない

3 忙しそうにしている姿は、利用者へ良い影響を与えない。

4 利用者が拒否・嫌だと思う行為に対して、利用者の好きなものなどに気を引くなど工夫も大事

5 コミュニケーションのイントネーションで相手に伝わる気持ちがぜんぜん違ってくる。自分達が普段どのように対応しているのか録音したり、ビデオをとってみることで自分の対応がどうなのか気付く事ができる

6 なぜの気持ちを考えることで、自分の技術の向上、利用者の今の気持ちを気付き、ケアに繋げる事ができる

　　施設・事業所名：介護老人保健施設　南山苑氏名：　高成　恵里　

認知症介護の自己課題設定

	事例

実際ケアの場面であったことをコミュニケーションに限定しなるべく逐語式で記入して下さい。

	朝、苑にデイバス到着後、建物の中に入らず、職員を振りはらい外へ走っていかれる。

ＣＷ：「Ｕさん暑いので中に入りましょう」

本人：「今からあっちに行かなきゃならないんですよ」

ＣＷ：Ｕさんの手を取り、「奥さんがこれからきますよ」「中に入って待っていましょう」

本人：手を振りはらい、「いいです。あっち行きます。」と話される。→その時ひどく興奮され、表情険しくなる。

ＣＷ：スタッフの応援を呼び、一人Ｕさんに付き添い、敷地内を散歩する。

本人：「あなたはついてこなくていいの」

ＣＷ：「道に迷ったら大変なので一緒に行きます」と声掛けする

　　　その後、他の入り口から建物の中に入る。→抵抗あったが中に入っていただく。

本人：少し落ち着かれるが、エレベーター前に椅子を置き、その場に座ってしまう。(血圧高値と頻脈みられる)

　　　声掛けし、テーブルのある席に座って頂くも、エレベーターの方へ椅子を向け開くのを待っている。


	ケアの事実

この事例の中で自分を振り返って、改善したほうが良いと思う行動は何だと思いますか？

	1 施設の中に入って頂こうと介護側の一方的な行動

2 次から次へと沢山の言葉を話し、混乱させてしまっている

3 大勢のスタッフで利用者に声を掛けてしまう為、混乱させてしまっている

4 その時の利用者の思い、気持ちを引き出せていない。


	影響

なぜ、それが悪影響になっていると思うのか

	本人の行動（具体的に）
	その裏づけとなる理由

	①介護の手を振りはらい、ひどく興奮され、表情険しく「いいです。あっち行きます」と言う

②散歩中、職員の手を取りどんどん歩いて行こうとされる

③エレベーター前に椅子を持っていき、エレベーター前に座り込んでしまう
	1 急に手を取られ、行きたくない所に連れて行かれると思った。→ここがどこか分からない

2 「迷ったら大変」と言った一言で本人のプライドを傷つけてしまった。

3 「早くここから出なきゃいけない」「ここはどこか」迷い、ここが開いたらすぐ出ようと思っている。

→エレベーターが開くことを知っている

	目的

事実に対して行動が改善することによりどういう良い影響が考えられるか

	①場所や時間などを教えることで、場所を認識してもらうことができる

　→ここは何処で、今日何をする為にここに来ているのか、理解することで興奮・不安が減少する。

②利用者の今の気持ちを聞きだす事で、相手に今の思いを伝え、関係を築くことが出来る→不安や心配の解消

③不安や興奮が少なくなることで、バイタル(血圧・脈)の安定を図ることが出来る

　他のものに興味を持って頂く事で、出たいという願望なくなる


	目標

ケアの事実に影響しているであろうケアする側の行動変容

	1 相手を否定せず、まず相手の話を聞き、相手の今の思いを理解する

2 相手がわかるようにゆっくりと話し掛ける

3 担当のスタッフをつけ、沢山のスタッフが話し掛けない

4 利用者の好きな物、週間を理解し、利用者の不安時に好きな物、興味があるものを行ってみる




	具体的行動計画

４週間の中で具体的に計画を立てて下さい

	1 デイ利用時(毎週火・土曜日)自宅へ迎えに行った際、何処へ、何をしにいくのかまた、自分は誰なのかを認識してもらう。また、到着後も場所・何をしに来たのか伝え、迎えに行ったスタッフが建物に入るまで対応する。

例：「おはようございます。今日一緒に出かける○○です。これから南山苑へお風呂に入りに行きましょう」

②エレベーター前に座り込んでしまった場合

1. 会話をしながら利用者のその時の気持ちを会話から引き出す。(否定せず話題を変える)

2. 本人静かな所(静養室)を好む為、静養室へ行き、本や写真を見て休んで頂く

3. 休むことに飽きてしまうと、座っていてもソワソワし出し落ち着きが見られない為、一度一緒にトイレへ行き、場面を変える。→手伝いや手作業が好きな方なので、スタッフと一緒に洗濯物をたたんだり軽作業をして頂く。

4. 環境が変わると表情が険しくなる為、レク時などは普段いるフロアで行う。(毎週火・土)

③建物に入らない場合

1.手を差し出すと嫌がる為、利用者の隣を歩き、何処へ行きたいのか、愛犬の話をしながら一緒に歩く。


実践報告書

記入日：平成19年8月15日

　　施設・事業所名：老人保健施設　南山苑　　氏名：高成　恵里　　

１.　自分の立てた計画をどの程度実践できたか自己評価してください。

実行できた　　５　・　４　・　３　・　２　・　１　　実行できなかった

2. 実際にあなたがどのようなことに取り組んだのか、具体的に記入してください。

	①毎週火・土の利用時の朝は、まず自分を自己紹介し、これからどこへ行くのか説明しデイバスに乗って頂きました。

「おはようございます。今日一緒に出掛ける○○です。これから南山苑へ行きお風呂に入りに行きましょう」と統一した声掛けを行ないました。

②エレベーター前に座り込んでしまった場合

愛犬の話や昔していた仕事の話など話題を変えながら利用者が落ち着いて過ごせる静養室へ行き、本等を読んで頂きました。また、本を置き、ソワソワし出したり、歩いてこられた際は、スタッフと一緒に軽作業をして頂きました。


3. その取り組みを行ったことによって、あなたや利用者（認知症高齢者や家族など）にはどんな変化がみられましたか？その効果を測る客観的な指標も具体的に示してください。

	①に対しては、最初は理解できず、奥様に「そうですよ」など家族を誘う行動が見られました。徐々に慣れてくると「はい」と返答し、拒否なくバスに乗って下さり、苑到着後も興奮や建物の中に入らないという事はありませんでした。(何をしに来たのかは苑到着後は覚えていませんでした。)　②対しては、２～３週間はエレベーターが開くと走ってエレベーターに行こうとされたり、椅子をエレベーター前にもっていかれる姿が見られましたが、職員が頻繁に声掛けや話し相手になりながら一緒に軽作業などをする事でエレベーターが開いても行こうとする回数は少なくなり、レクや軽作業に参加する時間も若干ではありますが長くなったような気がします。


4. 取り組みのなかでうまくいったこと、或いはうまくいかなかったことはなんですか。

	取り組みの中で上手く行った事は、施設内で帰宅欲求が出た場合、スタッフと一緒に軽作業をしたり、普段よりＵさんとの会話を多く持つ事で今までより多くコミュニケーションを図る事が出来たと思います。

逆に上手く行かなかった事は、送迎時、朝の挨拶とこれから何処へ行くのかの説明がＵさんへは難しく、理解出来なかったのでないかと思います。もう少しＵさんが理解できる声掛けが出来たら良かったと思います。


5. 実践を通しての感想をお聞かせください。

	今回の実践を通して、認知症高齢者の方とのコミュニケーションは非常に大事な物であると感じさせられました。今回は、普段より多く利用者とのコミュニケーションを取る事で、今まで気付く事が出来なかった利用者の「できる」部分を発見する事が出来ました。また、一つ一つの行動を問題ととらえるのではなく、どうしてこういう行動をしているのか自分で考えるようになりました。何故この行動をしているのか考えながらケアをすると認知症高齢者のケアが楽しくなると思いました。これからは、認知症高齢者のケアにあたる時は、今回の実践を念頭に置き、利用者の行動を問題ととらえず、「何故このような行動を取るのか」考えながらケアしていきたいと思います。




所属長署名　玉田　美千栄　　
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